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奉仕に結束一平和に献身
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第261回例会昭和62年11年10日（火） 晴
へ

迎えしています。すばらしい波炎を彼i燃して

いただけることと忠います。

◇論 演

伽淵学あれこれ”

蛸里高校音楽教諭

内藤江美さん （紹介深兇君）

◇“君が代”

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会瓜 54名 出席40名

出附率 74．07％

前回 10月27日（修正出席率）98.15妬

◇ビジター紹介 5名

◇お誕生日祝福

加藤(大)君(11/14)

◇ニコボックス

加藤正義君62年11月3日愛知県知事賞受
賞、大変御'1話嫌になっておりますことを御

礼申し上げます。

松居敬二君ホームクラブごぶさたしまし

た。オーストラリアより無事帰国しました。

水野賀続君早退させていただきます。

三輪 康君ホームクラブ大変御無沙汰し
ました。

永井正義君竹内君、浅井君、 5日は大変

たのしかったです。お世話さまでした。

加藤大豊君誕生日祝い。

木全昭二君結蛎記念日祝い。

◇深見幹事報告

1. 本日例会終了後、臨時総会を開催いたし

ますので、全会14の方はそのままお残り下

さい。

◇野村会長挨拶

立冬も過ぎまして、 これからだんだん寒く

なるかと思います。皆隊風邪をおひきになら

ないよう、ご川心していただきたいと思いま

す。

本Hも5名のお客嫌をお迎えいたしまして

例会の持てることを、たいへんありがたいと

存じております。

本'二|のスピーカーとして1986～87年度
ロータリー財団奨学生、 ミュンヘン国立音楽

大学大学院ピアノ聯攻の内藤江美さんをお

ﾛ閥

鶏
ロータリー財|ｺi奨学生として、私が制学さ

せていただいた西ドイツのミュンヘンは、昨

年、指繩者のチェリビダッケとともに来日し

た、 ミュンヒェンフィルハーモニー管弦楽I､ji

をはじめ、バイエルン放送交郷楽|､jl、バイエ

ルン国立歌劇場などがあり、曲ドイツのII!で

も、音楽の水準のi闘い都市のひとつです。
ヨーロッパの人々は、 ．尚:楽がとても好きで

す。西ドイツは、人I 1が1 1人の約半分ですが、

オーケストラがI4i近くもあるそうです。オー

ケストラ、そして劇場、そういった文化に対

する公の補助は、州当なものでしょう。 ミュ

ンヘンの階|立劇場では、ほとんど伽I Iオペラ

が上減されていますが、 lil<から切符が売り

切れることは、 I言1筋茶飯4jです。冬のマイナ

ス･'一度という寒さの中でも、発光'二|の柚早く

から、一時間、二時間と並んで賞う人の列が

できます。当然のことながら、ヨーロッパの

音楽を自分のものとして楽しむ嫌境に育って

いるので、音楽会に行くということが、ごく

自然です。朝から晩まで、クラシック行楽を

へ
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◇ヘザー・ワローズさん英語レポート紹介流しているラジオのチャンネルもあります。

ですから、聴き方がとても上手だと思いまし
た。

ミュンヘンの音楽会では、聴衆は、実にあ

たたかい拍手を惜しみばく送ります。日本で

は、外国の有名葱演奏家の時には、 ブラボ－
という声が聞こえますが、 日本人のまだ有名

でない演奏家には、すばらしい演奏をしても

ほとんどブラボ－と言いません。また、演奏

者が舞台のそでにひっこんだり、 もうアンコ

ールの曲を演奏しないとわかったりすると、

すぐに拍手がやんでしまったり、そそくさと

帰り支度に専念しはじめたりします。

ヨーロッパでは、多くの人々が楽しんで音

楽を聴きますが、感想を聞くと、 とても鋭い、

的と射たよう葱ことを言います。自分の趣味

に合わなければ合わないとはっきり言います

し、 「音楽に心がこもってい悪い」ぱどと、

専門家でなくとも簡単に見抜いてしまいます。

演奏家にとって、 それは、ある意味では恐ろ

しいですが、聴く耳を持った聴衆が、 また、

すばらしい音楽を育てているよう葱気がしま

した｡

ミュンヘンでの、私のカウンセラーのビッ

トナーさんには、家族の一員のように親切に

お世話いただきました。寝食を共にする時間

もたくさんあり、 ドイツの家庭の中の垣間見

ることができたのは、 ローダリー財団の奨学

生ぼらではのことだと思います。 ドイツでの

留学生活は、私の人生の中で本当にすてきな、

有意義葱時間でした。西洋音楽を勉強する者

にとって、その音楽が生まれた土地で生活し

てみることは、頭で葱<、肌でひしひしと音

楽の息吹きを感じることができて、 この上ぱ

い喜びです。今後、教育という形で、 その喜

びを伝えていけたらと思います。最後に葱り

ましたが、心からお礼を申し上げます。

◇市内15RC麻雀大会参加
去る11月10日(火)名東RCホストにて開催。

個人では太田君が健勝と奮闘。また団体戦で

は、松藤君、松居君、太田君の活錨により、

準優勝！ （鷲野君曰く、私が足をひつばら葱

ければ優勝でした。 ）

次回より多数ご参加いただき是非優勝を…。

◇ガバナー・ノミニー事務所開設のお知らせ

開設日昭祁62年11月6日(金1

名称国際ローダリー第276地区

ガバナー・ ノミニー事務所

住所〒44O 豊橋市花田町石塚42

豊橋商工会議所6F

ガバナー・ ノ ミニー 高沢 隆

TEL O532-55-8222(直通）

0532-53-7211 (内線256 )

FAX O532-53-6447

私が日本へ発ってから、早くも1年が過ぎ

てしまったなんて信じられません。 日本での

日々はあまりにも早く過ぎてしまいました。

しかし、大変に特別で大事な年で、私は、決

して忘れることは唾いと思います。日本へは

何故行くのか、何人かの人に聞かれました。

大きな学習体験とぼると考え、 1年間日本で

暮らすことに決めました。日本の文化・習慣

・朧史、そして言葉に挑戦していくことに魅

かれました。治安は大変良いし、人々は信じ

られ唾い程親切で愛想が良いと聞いていまし

た。どの点をとっても期待を裏切りませんで

した。日本での1年で、私の日本への愛椿は

育まれ、 日本が第2の母国となりました。

日本に着いた時、私は「こんにらはJと

「ありがとうJしか日本語が話せませんでし

た。言うまでもなく、 これは、私にとって難

題には迂りませんでした。しばらくしてわか

ったことは、私たちは一人で日本へ来て、 日

本の生活・家族、そして学校に十分触れるの

だから言葉を学ぶことは、交換留学生にとっ

てより軍要なことだということです。特に、

郊外に住んでいる学生は、個人的に英語で活

す人に会う機会がないので、 ホストファミリ

ーと学校を通して、重要睦関係が生まれてき

ます。

（次号へつづく ）

~

◇例会変更のお知らせ

豊山一城北RC 11/24(火)夜間例会の為、

PM6:00より

名古屋名東IIC 11/24(火)夜間例会の為、井

渭寿にてPM6:00より

名古屋東南RC 11/26(木1夜間例会の為、

PM6;00より

名古屋瑞穂BC 11/26体)職場例会の為、名

古屋市立博物館にてPM

12:30より

名古屋港RC 11/27("IGF全員登録の

為、 11/21(i)PM12:30より

名古屋空港RC 11/30IH)3RC合同例会の

為、 11/25(水)小牧ロイヤル

にてPM12:30より

へ

◇次回例会（11月17日）

友愛の日で立食例会の為、講演はございませ

ん。

◇次々回例会（11月24日）
講演 ‘，将棋と勝負”

将棋連盟八段（名古屋束RC会員）

板谷 進氏 （紹介安藤君）
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